
また、新たなスタッフをお迎えして、新たな組織体制のもとに新しい年度を

スタートすることが出来ました。この機会に地域の皆様にご挨拶とともに本院の

近況についてご報告いたします。

平成 25 年度診療体制について：研修医 1年目 11 名、専攻医 15 名を含めて常勤医

師 120 名での診療体制でのスタートです。脳神経外科および神経内科の新たな部

長就任とともに診療体制もリフレッシュしました。救急診療科および ICU、循環器

内科、神経内科、小児科、放射線科、病理診断科の増員・充実化はうれしい話題

です。おかげさまで、素晴らしい医師を数多くお迎えすることが出来ました。診

療体制の充実は当然のことですが、何よりも頼もしいのは次代を担う若手医師の研

修医と専攻医の増加です。持続可能な病院を目指す本院にとって、今後も若手医師

から選ばれる病院であり続けたいものですし、選ばれる病院としての臨床力、教育

力、組織力向上に努めてまいります。

大津市民病院経営計画（平成 24 年～30 年）初年度の点検評価：7つの基本方針、84 の取組事項につい

て、達成度、成果指標、自己認識指標、外部認識指標の 4つの視点から継続的評価を行います。初年度

は 3.0T –MRI 導入、心臓リハビリテーション、脳ドックの開始など概ね 6割余の進捗状況です。1月に

は電子カルテ・ベンダーと放射線治療機器の選定が出来ました。いずれも内外に誇れる内容で、来年の

稼働に向けてプロジェクト推進体制を強化中です。一方、院内（入院および外来患者、職員）および地

域からのアンケート調査を行い、本院のさらに取り組むべき諸課題の抽出、分析、検証を行いました。

新たに付属機関として設置した『大津市民病院経営評価委員会』の外部評価とともに年度別所属別目標

についての PDCA サイクルを回すことで、7年間の経営計画 2年目を迎えました。

第 3 者評価と病院組織力および医療の質・安全の向上：従来から品質マネジメントシステムによる

ISO9001（国際標準化機構）認証による品質管理を行ってきましたが、昨年 6月には病院機能評価 ver6.0

認定、本年 2月には卒後臨床研修評価機構受審により、多角的な観点から第 3者トリプル評価を受け、

医療の質向上の取り組みにおいて地域で only one の病院を目指しています。3 月 9 日から映画『天の

しずくーいのちのスープ』が大津市内でも上映されました。本院の緩和ケアの取り組みが全国に紹介さ

れています。いのちのスープを介して食のエッセンスとヒトの思いやりが薬効以上の力を発揮する知恵

を教えてくれました。まさに全国の映画館の観衆すべてから本院の「医療現場での人間力」をフルに評

価されたことになります。ありがたいことです。

患者総合支援センターの新設と期待：病院経営計画 7つの基本方針のうち、『幅広く市民の健康をサポ

ートする病院』、『患者やその家族の気持ちを感じ取り行動していく病院』、『地域の医療機関が患者のた

めに協働したくなる病院』の窓口および実行部隊のフロントラインとして、この 4月から患者総合支援

センターを新設しました。地域医療連携室、患者相談支援室および訪問看護ステーションの 3構成です

が、医療と介護の線引きが不透明な中で、患者様の多様なニーズにお応え出来るようにシームレスな有

機的連携を強化いたします。

今後も、あるべき病院の姿としての『市民とともにある健康･医療拠点』の進化に向けて、皆様のお知

恵をいただきながら、邁進いたします。
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・症例 1 緩徐な経過で肩部～頚部痛を発症した 100 歳女性。血液検査所見は炎症所見の

み。特徴的な症状、他疾患の除外、そして少量の副腎皮質ステロイド剤が著効したことよ

り、リウマチ性多発性筋痛症と診断。

・症例 2 急性に発熱、頚部痛を発症した 80 歳代女性。血液検査所見はやはり炎症所見

のみ。非ステロイド系消炎鎮痛剤の投薬で著明に改善。頚部 CT で、環椎横靱帯に石灰化

を認めたことを併せて、Crowned dens 症候群と診断。

いずれも、高齢女性に頻度の高い疾患です。日常診療の中でついつい見過ごされている

ことはないでしょうか。

このように本会は総合内科外来で経験した症例を、主に内科専攻医がプレゼンテーション

し、研修医を中心とした参加者で討論しながら、診断に辿り着いていこうという主旨の検

討会です。

昨年度より、医療関係者については公開講座にしています。今年度も下記の日程で開催

予定にしています。是非多数のご参加をお待ちしています。

5/30（木）、9/5（木）、12/5（木）、3/6（木）

17 時 30 分～（約 1 時間） 大津市民病院 9F 大会議室

詳しくは地域医療連携室へお問い合わせください。

病院ホームページもご覧ください。

「頚部痛、発熱を来たした高齢女性の 2 例」

・3月 6日（水）午後 5時 30 分 大津市民病院 9F 大会議室

・参 加 者：24 名

・発 表 者：板垣典子（内科専攻医）

・司会進行：高見史朗（総合内科）



臨床研修センター主催で「大津市民病院 AED・BLS 研修を開催し、3 月末日で医師はじ

め 700 名近い病院職員が受講することが出来ました。今回の研修では聴講だけでなく、

参加者全員が実際に AED や胸骨圧迫を体験し、適切な心肺蘇生が出来ることを目標に取

り組みました。あってはならないことですが、万が一のことが起こったときに的確な行

動がとれるように、職員一同気を引き締めて取り組んで行きたいと思います。

3 月 7 日琵琶湖ホテルにて大津市医師会との懇談会が開催されました。吉徳大津市医

師会長のご挨拶のあと、大津市民病院院長はじめ各診療部長の診療科紹介がありました。

大津市民病院に対するご意見ご要望等をいただき、今後の地域連携に役立てていきたいと

思います。ありがとうございました。

濵田 病理診断科診療部長 戸田 呼吸器外科診療部長吉徳 大津市医師会会長

大津市民病院消化器内視鏡検査へのご予約ありが

とうございます。

従来、検査ご依頼時に「感染症検査」をお願いして

おりました。今後は常に感染症扱いで対応しますの

で「感染症検査」の必要はございません。

今後ともよろしくお願いします。


